
東北・北海道ブロック

仙台オープンセミナー 2014
“悩みを解消し、活力ある生活を、人生生き生き！ Part2”

日　時：2014 年 11月 30日（日）11：00～ 16：00
会　場：艮陵会館（ごんりょうかいかん）記念ホール
  （〒980－0873 仙台市青葉区広瀬町 3-34　℡022-227-2721）

セミナー終了後、懇親会を予定しています。（希望者のみ）

会員でなくても患者さんでなくても参加出来ます。ファブリー病に関心のある方や、興味の
ある方はぜひご参加下さい。
なお、準備の都合上、事前に参加申込をお願いしております。

参加費
無料

10:00  受付開始
11:00～11:30　－プレセッション－
 挨　拶・先生方の紹介
11:30～12:20　－ランチセッションー
 患者・家族の自己紹介
■オープンセミナー 総合司会：呉　繁夫 先生（東北大学小児科 教授／東北大学病院副院長）
12:30～13:00 基調講演「遺伝病の遺伝子治療は可能か？」
  　衞藤 義勝 先生（東京慈恵会医科大学名誉教授、ふくろうの会顧問、
  　　　　 脳神経疾患研究所附属先端医療研究センター＆遺伝病治療研究所 所長）

13:00～13:20 教育講演「ファブリー病の脳梗塞について」
  　米澤 久司 先生（岩手医科大学神経内科・老年科 准教授）

13:20～13:40 教育講演「ファブリー病の心臓病変」
  　近江 晃樹 先生（日本海総合病院循環器内科 科長）

13:40～14:00 教育講演「ファブリー病腎障害における酵素補充療法の意義」
  　林 義満 先生（福島県立医科大学腎臓・高血圧内科 講師）
　　　　　　　　　　　　　　　　　休　　　憩
14:10～15:45 司会進行：川目 裕 先生 （東北大学 東北メディカル・メガバンク機構 遺伝子診療支援
     　　　遺伝カウンセリング分野 教授）

 特別企画グループセッション
 　認定遺伝カウンセラーが進行役のお手伝いをさせていただきます。
 　（個別の遺伝カウンセリングではなく、グループごとの話し合いです。）
15:45～ クロージング

■プログラム（予定）■

主催：
　一般社団法人全国ファブリー病患者と家族の会
　（ふくろうの会）
共催：
　東北大学小児科　JIKEI アンダーソン・ファブリ病患者会

後援：
厚生労働省　北海道　青森県　岩手県　秋田県　山形県　宮城県　福島県
社）日本難病・疾病団体協議会　認定NPO法人難病のこども支援全国ネットワーク
社）全国腎臓病協議会　NPO法人日本ライソゾーム病研究センター
財）脳神経疾患研究所附属先端医療研究センター＆遺伝病治療研究所


